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お
米
の
収
穫
時
期
を
迎
え
、
相
名
地

区
の
稲
刈
り
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

段
々
に
な
っ
た
田
畑
に
黄
金
色
を
し
た

稲
が
、
ま
だ
か
ま
だ
か
と
収
穫
を
待
っ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
毎
日
食
卓
に
出
て
く
る
お
米
で
す

が
、
農
家
の
方
が
手
間
暇
か
け
て
作
っ

た
お
米
を
、
感
謝
を
込
め
て
食
べ
な
い

と
い
け
な
い
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

（
Ｓ
）

目

　次

村内あちらこちら

8月3日　十六ミリ映写会（馬路小学校）

9月26日　魚梁瀬保・小・中合同運動会

9月5日　わたしの千本山プロジェクト（魚梁瀬千本山）

8月19～21日　半熟たまご塾㏌馬路

9月19日　馬路保・小・中合同運動会

地域おこし協力隊 ・・・・・・・・・・・・・・ １０

保育所コーナー・赤ちゃん万歳・・・・・・ １１

支え合える地域を目指して　～中芸地域の介護サービスの現状～・移住定住の相談を受付中！ １２
中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会・・ １３
お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４

行事予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５

村内あちらこちら・村のできごと ・・・ １６

 3 日 十六ミリ映写会（馬路小学校）

17日 バルーンアート教室（魚梁瀬多目的施設）

19～21日 半熟たまご塾㏌馬路

22日 郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）

25日 環境学習と新聞エコバッグ作り（馬路小学校）

27～28日 郷土館古文書調査（郷土館）

8月

9月

 1 日 村内小・中学校始業式

 5 日 わたしの千本山プロジェクト（魚梁瀬千本山）

 8 日 魚梁瀬地区ペタンク大会

12日 郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）

  わたしの千本山プロジェクト（魚梁瀬千本山）

19日 馬路保・小・中合同運動会

26日 魚梁瀬保・小・中合同運動会

自治体財政健全化法に基づく４つの指標
馬路村人事行政運営状況 ・・・・・・・・・・・ 2
新しい敬老の日 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3
馬路村（教育委員会）でオーテピアの本が借りられます！・・ ４
お薬との上手な付き合い方～お薬手帳の活用法～・・ ５
新型コロナウイルス感染症と自然災害に備える　命を守る「避難」のポイント・６・７
おらが村の学校便り67・・・・・・・・・・・８・９

黄金色に輝く秋模様

▲令和２年９月２８日　撮影（相名地区）







　皆
さ
ん
、
飲
み
残
し
た
薬

が
ご
自
宅
に
あ
り
ま
せ
ん

か
？
診
療
所
や
薬
局
で
調
剤

し
て
も
ら
い
、
飲
み
忘
れ
な

ど
に
よ
り
残
っ
た
薬
の
こ
と

を
「
残
薬
」
と
い
い
ま
す
。

残
薬
の
問
題
と
、
お
薬
手
帳

を
活
用
し
て
残
薬
を
見
直
す

方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　診
療
所
以
外
で
薬
を
も
ら

っ
て
い
る
方
は
診
察
の
後
、

院
外
薬
局
で
薬
を
も
ら
う
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　か
か
り
つ
け
医
を
決
め
る

よ
う
に
、
か
か
り
つ
け
薬
局

を
決
め
て
お
く
こ
と
で
、
薬

剤
師
に
相
談
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
薬
の
副
作
用
が
出
た

場
合
な
ど
情
報
を
伝
え
て
お

け
ば
、
同
じ
よ
う
な
薬
が
処

方
さ
れ
た
時
な
ど
気
づ
い
て

医
師
に
確
認
し
て
く
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　薬
が
残
っ
て
し
ま
う
理
由

は
人
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
で

す
。
飲
み
忘
れ
や
飲
み
間
違

い
以
外
に
も
、
副
作
用
の
不

安
や
自
己
都
合
に
よ
り
薬
の

減
量
や
中
止
を
し
、
薬
の
管

理
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

原
因
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

診
療
所
や
薬
局
で
調
剤
し
て

も
ら
っ
た
薬
は
、
決
め
ら
れ

た
量
を
正
確
に
飲
む
こ
と
で

期
待
さ
れ
る
効
果
が
得
ら
れ

ま
す
。
正
確
に
薬
を
飲
め
て

い
な
い
こ
と
で
症
状
が
悪
化

し
、
さ
ら
に
新
し
い
薬
が
追

加
さ
れ
て
し
ま
う
悪
循
環
に

陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　薬
を
飲
み
残
し
て
い
る
こ

と
を
気
ま
ず
く
思
い
、
な
か

な
か
相
談
で
き
な
い
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
事
実

を
で
き
る
だ
け
正
確
に
伝
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
薬
が
残

っ
て
し
ま
う
理
由
が
分
か

り
、
医
師
に
残
薬
の
調
整
依

頼
や
、
そ
の
人
に
合
っ
た
処

方
の
提
案
が
で
き
ま
す
。

　食
後
で
処
方
さ
れ
た
薬
だ

か
ら
、
食
事
を
と
っ
て
い
な

い
か
ら
飲
ま
な
か
っ
た
と
い

う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
薬
に
よ
っ
て
は
食
事

と
関
係
な
く
飲
ん
で
も
い
い

薬
も
あ
り
ま
す
。

　自
己
判
断
せ
ず
、
悩
ん
で

い
る
方
は
気
軽
に
医
師
ま
た

は
院
外
薬
局
薬
剤
師
な
ど
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　自
宅
で
残
薬
の
数
が
確
認

で
き
る
場
合
は
、
お
薬
手
帳

に
記
載
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
診
察
の
際
に
医
師
に
見

せ
て
処
方
日
数
を
調
整
し
て

も
ら
い
ま
す
が
、
医
師
に
伝

え
ら
れ
な
い
場
合
は
、
看
護

師
や
、
院
外
薬
局
の
薬
剤
師

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　最
近
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
に
よ
り
、
お
薬
手

帳
の
ア
プ
リ
が
続
々
と
登
場

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ア
プ
リ
の
中
に
は
、
飲
み
忘

れ
を
防
ぐ
た
め
に
服
用
時
間

を
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
能

や
、
残
薬
の
数
を
入
力
で
き

る
機
能
な
ど
が
付
い
た
も
の

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活

用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　ご
自
身
で
残
薬
調
整
が
難

し
い
場
合
は
看
護
師
や
、
院

外
薬
局
薬
剤
師
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
薬
の
種
類
や

量
、
使
用
期
限
を
確
認
し
、

本
人
の
も
の
で
あ
れ
ば
残
薬

を
再
利
用
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
相
談
の
際
に
は
、
薬

と
一
緒
に
、
お
薬
手
帳
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
過
去
の

処
方
記
録
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
お
薬
手
帳
で
薬
の

情
報
を
一
冊
に
ま
と
め
て
い

れ
ば
、
複
数
の
医
療
機
関
に

か
か
っ
て
い
る
場
合
で
も
薬

の
重
複
や
悪
い
飲
み
合
わ
せ

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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　本村には２つの図書室がありますが、本に限りがあります。
　もっと本を読みたいけれど、図書室にはないと感じている方がいると思います。
　このようなときは、村教育委員会を通じてオーテピア高知図書館に所蔵されている本を借りること
ができます。

馬路村（教育委員会）で
オーテピアの本が借りられます!

か
か
り
つ
け
薬
局
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

お薬との上手な付き合い方
～お薬手帳の活用法～

残
薬
が
な
ぜ
問
題
に

な
る
の
？

困
っ
た
と
き
に
は

　相
談
を
！

お
薬
手
帳
を

　活
用
し
ま
し
ょ
う

　利用方法

1　借りたい本の「題名」　「作者」を調べる
　書籍には、違う作者で同じ題名のものが多くあります。題名だけでは読みたい本と異なる本を予約してしまうこ
ともあるため、必ず作者も調べてください。本の検索は、インターネットを利用してオーテピア高知図書館ホームペ
ージから検索ができます。

2　調べた本の「題名」　「作者」を教育委員会へ連絡する
　教育委員会へ直接来られるか、電話でもお請けできますので、借りたい本の「題名」「作者」をお知らせくださ
い。本が届いたらご連絡しますので、利用者のお名前・連絡先をお伝えください。

3　教育委員会がオーテピアへ予約する
　教育委員会がオーテピアへ予約します。貸出冊数は１人２０冊までですが、貸出期間中（約２５日間）に読み終
える程度にお申し込みください。
※郷土史や文献資料など、オーテピアが所蔵していても借りられない本もありますので、その場合はご連絡しま
す。

4　教育委員会で本を受け取る
　教育委員会に本が届いたらご連絡しますので、本を教育委員会まで取りに来てください。貸出期間は約２５日
間です。

5　教育委員会へ本を返す
　教育委員会への返却期限までに本を返しに来てください。

　注意事項

○個人がオーテピアに予約した本を、教育委員会へ届けてもらうことはできません。
○オーテピアは「遠隔地返却サービス」を行っており、個人がオーテピアで借りた本を教育委員会からオーテピア
へ返却することができます。

○その他ご不明な点は教育委員会☎（８）４４－２２１６までお問い合わせください。
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　教育委員会へ直接来られるか、電話でもお請けできますので、借りたい本の「題名」「作者」をお知らせくださ
い。本が届いたらご連絡しますので、利用者のお名前・連絡先をお伝えください。

3　教育委員会がオーテピアへ予約する
　教育委員会がオーテピアへ予約します。貸出冊数は１人２０冊までですが、貸出期間中（約２５日間）に読み終
える程度にお申し込みください。
※郷土史や文献資料など、オーテピアが所蔵していても借りられない本もありますので、その場合はご連絡しま
す。

4　教育委員会で本を受け取る
　教育委員会に本が届いたらご連絡しますので、本を教育委員会まで取りに来てください。貸出期間は約２５日
間です。

5　教育委員会へ本を返す
　教育委員会への返却期限までに本を返しに来てください。

　注意事項

○個人がオーテピアに予約した本を、教育委員会へ届けてもらうことはできません。
○オーテピアは「遠隔地返却サービス」を行っており、個人がオーテピアで借りた本を教育委員会からオーテピア
へ返却することができます。

○その他ご不明な点は教育委員会☎（８）４４－２２１６までお問い合わせください。
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近
年
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
に
よ
る
短
時
間
で
の

大
雨
や
台
風
な
ど
が
頻
発
し
、
全
国
各
地
で
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
い
将
来
発
生
が
予
測

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
い
て
も
被
害
の
甚
大

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
風
水
害
や
地
震
に
よ
る
自
然
災
害
か
ら
命
を
守
る

た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
知
識
を
身
に
つ
け
備

え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
回
は
、
防
災
情
報
の
伝
え
方
や
、
風
水
害
時
の
避

難
の
ポ
イ
ン
ト
に
加
え
、
指
定
避
難
所
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
大
雨
や
台
風
に
よ
る
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
の
お
そ
れ
が

あ
る
と
き
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
災
害
発
生
の
危
険
度
を
直

観
的
に
理
解
し
、
的
確
に
避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
、
「
警

戒
レ
ベ
ル
」
を
用
い
て
避
難
情
報
を
伝
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
「
警
戒
レ
ベ
ル
」
は
危
険
度
合
い
と
住
民
が
取
る
べ
き
避
難
行

動
を
５
段
階
に
分
類
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
警
戒
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
適
切
な
避
難
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

避
難
の
ポ
イ
ン
ト

　
風
水
害
時
に
浸
水
や
土
砂

災
害
の
危
険
性
が
高
く
な
っ

た
場
合
、
村
は
避
難
勧
告
等

の
避
難
に
関
す
る
防
災
情
報

を
発
令
し
ま
す
。
住
民
の
皆

さ
ん
は
、
早
め
早
め
の
避
難
行

動
に
よ
り
身
の
安
全
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
収
束
し
て
い
な
い
中
で
も

災
害
時
に
は
、
危
険
な
場
所
に

い
る
人
は
迷
わ
ず
避
難
す
る

こ
と
が
原
則
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
踏
ま
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
時
の
避
難
行
動
の
お
願
い

　
避
難
と
は
「
難
」
を
「
避
」
け

る
こ
と
で
、
避
難
所
に
行
く
こ

と
だ
け
が
避
難
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
住
ん
で
い
る
場
所
や
気

象
状
況
に
応
じ
て
、
よ
り
安
全

な
行
動
を
と
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
行
動
と
し
て
は
、
以

下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

①
　
待
機

自
宅
な
ど
の
居
場
所
や

安
全
を
確
保
で
き
る
場

所
に
留
ま
る

②
　
垂
直
避
難

自
宅
の
２
階
や
高
層
階

な
ど
の
安
全
を
確
保
で

き
る
高
さ
に
移
動
す
る

③
　
水
平
避
難

今
い
る
場
所
を
立
ち
退
い

て
、
親
戚
・
知
人
宅
や
避

難
所
な
ど
少
し
で
も
安

全
な
場
所
に
移
動
す
る

　
災
害
が
原
因
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
、
避
難
を
す
る
前
に
ガ

ス
・
電
気
の
元
栓
や
主
電
源
を

切
っ
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

い
つ
避
難
す
れ
ば
い
い
の
？

　
　
災
害
時
の
警
戒
レ
ベ
ル
に
つ
い
て

逃げ遅れゼロへ!「警戒レベル」で避難のタイミングをお伝えします。

市町村から 「警戒レベル❸、❹」が

発令された地域にお住まいの方は、

速やかに避難してください。

警戒レベル
❹警戒レベル

❸

警戒レベル
❷

警戒レベル
❶

は既に災害が発生している状況です。

心構えを高める
（気象庁が発表）

避難行動の確認
（気象庁が発表）

避難に時間を
要する人は避難
（市町村が発令）

安全な場所へ避難
（市町村が発令）

警戒レベル
❺

（市町村が発令）

警戒レベル
❺

（市町村が発令）

全
員
避
難
！

全
員
避
難
！

全
員
避
難
！

高
齢
者
は
避
難
！

高
齢
者
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難
！

高
齢
者
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避
難
！

危
険
な
場
所
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危
険
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場
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【木
造
住
宅
耐
震
化
】　

　　
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震

基
準
は
、
震
度
5
強
ま
で
の
地
震
を
想
定
し
た
基
準
で
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
大
き
な
地

震
に
備
え
、
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
補
助
金
を
活
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

〇
耐
震
診
断
（全
額
補
助
　
自
己
負
担
な
し
）

　
　
村
が
派
遣
し
た
木
造
住
宅
診
断
士
が
、
壁
の
強
さ
や
接

合
部
の
状
況
等
を
調
査
し
、
耐
震
改
修
の
要
否
を
判
断
し

ま
す
。

　〇
耐
震
設
計
（上
限
３
０
５
千
円
）

　
　
耐
震
改
修
の
た
め
の
詳
細
な
設
計
を
行
い
ま
す
。

〇
耐
震
改
修
工
事
（上
限
１
，
２
５
０
千
円
）

　
　
「
筋
か
い
」
や
「
合
板
」
に
よ
る
壁
の
補
強
、
金
物
に
よ
る

接
合
部
の
補
強
な
ど
を
す
る
こ
と
で
耐
震
化
を
図
り
ま
す
。

指定避難所へ避難する場合は、新型

コロナウイルス感染予防対策にご協力

をお願いします。

【持参するもの】

感染予防や健康状態の確認のため、マスク（代

用品としてタオル、ハンカチ等）、消毒液、体
温計及び衛生用品（タオル、歯ブラシ等）、防寒着、

常備薬(お薬手帳）等の避難生活において必要なも

のを可能な限り持参してください。

【体調管理】

・健康管理のため、定期的に体温測定を行いま

す。

・体調が優れない方は、すぐに避難者リーダーに相談

してください。

・咳や発熱などの症状がある場合、別室での滞在をお

願いします。

【避難所での生活】

・咳の有無にかかわらずマスク着用をお願いします。

・避難所や各部屋に出入りする時は、手指消毒を行

ってください。

・こまめな手洗い、咳エチケットを徹底して

ください。

・気温にかかわらず定期的に換気を行います。

・避難者同士の密接を防ぐため、２ｍ以上の間隔
を空けた生活空間の確保にご協力ください。

・周りの人に近づいたり、大きな声で話しか
けたりすることは控えてください。

【ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
対
策
】　

　 　
避
難
路
に
面
し
た
危
険
性
が
高
い
既
存
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
ま
た
は
安
全
な
塀
へ
の
改
修
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

（上
限
６
０
０
千
円
）

避難所での感染予防対策

詳
し
く
は
総
務
課
（８
）４
４‐

２
１
１
１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
災
に
関
す
る
補
助
金
に
つ
い
て

【受付】

・避難者名簿を作成するため、氏名・住所   
  ・連絡先・体調について確認します。

・体温測定にご協力をお願いします。

・受付を待つ場合は間隔を空けて並んでくだ

さい。

危
険
な
場
所
か
ら

危
険
な
場
所
か
ら
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２
５
０
千
円
）

　
　
「
筋
か
い
」
や
「
合
板
」
に
よ
る
壁
の
補
強
、
金
物
に
よ
る

接
合
部
の
補
強
な
ど
を
す
る
こ
と
で
耐
震
化
を
図
り
ま
す
。

指定避難所へ避難する場合は、新型

コロナウイルス感染予防対策にご協力

をお願いします。

【持参するもの】

感染予防や健康状態の確認のため、マスク（代

用品としてタオル、ハンカチ等）、消毒液、体
温計及び衛生用品（タオル、歯ブラシ等）、防寒着、

常備薬(お薬手帳）等の避難生活において必要なも

のを可能な限り持参してください。

【体調管理】

・健康管理のため、定期的に体温測定を行いま

す。

・体調が優れない方は、すぐに避難者リーダーに相談

してください。

・咳や発熱などの症状がある場合、別室での滞在をお

願いします。

【避難所での生活】

・咳の有無にかかわらずマスク着用をお願いします。

・避難所や各部屋に出入りする時は、手指消毒を行

ってください。

・こまめな手洗い、咳エチケットを徹底して

ください。

・気温にかかわらず定期的に換気を行います。

・避難者同士の密接を防ぐため、２ｍ以上の間隔
を空けた生活空間の確保にご協力ください。

・周りの人に近づいたり、大きな声で話しか
けたりすることは控えてください。

【ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
対
策
】　

　 　
避
難
路
に
面
し
た
危
険
性
が
高
い
既
存
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
ま
た
は
安
全
な
塀
へ
の
改
修
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

（上
限
６
０
０
千
円
）

避難所での感染予防対策

詳
し
く
は
総
務
課
（８
）４
４‐

２
１
１
１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
災
に
関
す
る
補
助
金
に
つ
い
て

【受付】

・避難者名簿を作成するため、氏名・住所   
  ・連絡先・体調について確認します。

・体温測定にご協力をお願いします。

・受付を待つ場合は間隔を空けて並んでくだ

さい。

危
険
な
場
所
か
ら

危
険
な
場
所
か
ら
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　今回は、新型コロナウイルス感染症の拡大という困難な状況の中でも、目標を見失わず日々練習を
積み重ねてきた中学生の部活動にスポットライトを当ててみました。中学3年生にとっては、部活動引
退の夏でもありましたが、それぞれ悔いの残らない有意義な夏になったのではないでしょうか。

馬
路
中
野
球
部

馬
路
中
卓
球
部

高
知
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
去
年
の
秋
、
新
チ
ー
ム

に
な
っ
て
か
ら
、
７
人
と

い
う
少
人
数
の
チ
ー
ム

で
、
３
年
生
は
、
一
人
一

人
役
割
に
責
任
を
持
っ
て

チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
練
習
で
は
、
ア
ド
バ
イ

ス
や
的
確
な
指
示
を
、
試

合
で
は
、
温
か
い
励
ま
し

を
も
ら
い
ま
し
た
。
３
年

生
と
の
野
球
は
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　
３
年
生
が
残
し
て
く
れ

た
、
あ
い
さ
つ
や
支
え
合

う
心
を
受
け
継
い
で
、
プ

レ
ー
に
生
か
し
た
い
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
馬
路
中
卓
球
部
は
、
２
年
生
２
人
、
１
年
生
４
人
の
計
６

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
（
３
年
生
２
人
は
８
月
で
引
退
し
ま

し
た
）
。

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
で
き
る
こ

と
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
一
人
一
人
が
「
勝
利
」

と
い
う
目
標
を
胸
に
練
習
し
、
よ
り
絆
が
深
ま
っ
た
気
が
し

ま
す
。

　
顧
問
の
久
保
先
生
は
お
も
し
ろ
く
て
、
ピ
ン
ポ
ン
球
を
追

い
か
け
毎
日
の
よ
う
に
転
び
ま
す
。
楽
し
く
練
習
し
た
お
か

げ
か
、
３
年
生
の
２
人
は
、
去
年
の
郡
新
人
戦
の
女
子
の
部

で
、
１
・
２
位
を
独
占
し
ま
し
た
。
今
年
の
新
人
戦
は
12
月

で
す
。
１
・
２
年
生
の
活
躍
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
７
月
21
日
か
ら
始
ま
っ
た
今

年
の
「
高
知
県
総
合
体
育
大

会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、
各

地
区
で
の
予
選
が
で
き
て
い
な

い
中
で
の
開
催
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
と
は
違
っ
た
運
営
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　
た
と
え
ば
、
馬
路
村
内
中
学

校
に
関
係
の
あ
る
卓
球
で
は
、

１
チ
ー
ム
５
人
の
団
体
戦
（
し

か
も
、
シ
ン
グ
ル
ス
の
み
の
対

戦
）
だ
け
の
県
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
魚
梁
瀬
中
は
、

上
記
の
「
魚
梁
瀬
中
卓
球
部
」

の
記
事
の
よ
う
な
活
躍
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
馬
路
中
卓
球
部
は
、

野
根
中
と
連
合
で
出
場
し
た
男

子
は
予
選
リ
ー
グ
で
２
敗
、
女

子
は
単
独
で
出
場
し
て
１
勝
１

敗
と
な
り
、
共
に
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
は
進
め
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
結
果
は
残
念
で
し
た
が
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
し
、
新
た
な
経

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
軟
式
野
球
で
は
、
各
地
区
の

ゾ
ー
ン
を
勝
ち
抜
く
と
、
８
チ

ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

に
進
出
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
馬
路
中
・
安
田
中
・
田
野
中

の
３
校
連
合
チ
ー
ム
の
初
戦
は

芸
西
中
。
４
対
４
の
同
点
に
な

り
、
く
じ
引
き
の
結
果
「
勝

利
」
。
続
く
２
回
戦
は
、
清
水

ヶ
丘
中
に
８
対
５
で
勝
っ
て
３

回
戦
へ
進
み
、
吉
良
川
中
・
室

戸
中
・
羽
根
中
の
連
合
チ
ー
ム

と
対
戦
。
ま
た
も
や
同
点
（
０

対
０
）
に
な
っ
て
く
じ
引
き
に
。

し
か
し
、
今
度
は
残
念
な
が
ら

敗
退
し
、
ベ
ス
ト
８
に
入
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。清水ヶ丘中に勝って勝利の報告

（安芸市営球場 ７月）

　
３
年
生
と
は
、
私
が
入
学
し
て
か
ら
１
年
半
毎
日
部
活

を
し
て
き
ま
し
た
。
卓
球
の
こ
と
で
た
く
さ
ん
教
え
て
も

ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
、
大
会
で

大
人
数
の
場
所
で
試
合
を
す
る
時
に
ど
う
行
動
し
て
い
く

の
か
な
ど
も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
３
年
生
が
い
な
く

な
り
、
自
分
た
ち
だ
け
な
の
は
心
配
で
す
が
、
３
年
生
に

教
え
て
も
ら
っ
た
事
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
３
年
生
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
の
他
に
も
い
ろ
ん
な
事
を
教

え
て
く
れ
て
、
す
ご
く
頼
れ
る
キ
ャ
プ
テ
ン
で
し
た
。
大

会
で
は
、
積
極
的
に
攻
め
て
堂
々
と
戦
っ
て
い
る
試
合
が

と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
私
も
見
習
っ
て
戦
え
る

よ
う
に
日
々
の
練
習
か
ら
緊
張
感
を
持
っ
て
頑
張
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
３
年
生
の
お
ふ
た
り
、
３

年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
２
年
生
と
１

年
生
で
力
を
合
わ
せ
て
、
卓

球
部
を
強
く
、
楽
し
い
と
こ

ろ
に
し
て
い
き
ま
す
。
２
人

の
よ
う
に
強
く
な
っ
て
大
会

で
結
果
が
出
せ
る
よ
う
、
毎

日
練
習
に
励
み
た
い
で
す
。

魚
梁
瀬
中
卓
球
部

　
私
た
ち
魚
梁
瀬
中
学
校
卓

球
部
は
、
男
子
１
人
（
８
月

引
退
）
、
女
子
３
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
特
別
に
男
女
と
も

合
同
チ
ー
ム
で
県
体
に
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
男
子
は
香
南
中
と
組
み
ま

し
た
が
、
一
勝
一
敗
で
惜
し

く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
女
子
は
野
根
中
と

の
合
同
で
２
勝
し
、
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
ま
し

た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の

１
回
戦
で
は
、
一
宮
中
に
０

対
３
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
１
、
２
年
チ
ー
ム
で

初
め
て
出
場
し
た
大
会
で
、

粘
り
強
い
プ
レ
ー
も
で
き
て

よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
は
サ
ー
ブ
に
力

を
入
れ
て
、
サ
ー
ビ
ス
エ
ー

ス
を
た
く
さ
ん
取
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
大
会
で
は
２
勝
以
上
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
今
年
、
馬
路
中
野
球
部

は
部
員
が
８
人
な
の
で
、

安
田
中
や
田
野
中
と
合
同

で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
中
芸
大
会
や
安

芸
大
会
な
ど
が
中
止
に
な

り
、
僕
た
ち
３
年
生
は
悔

し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
、
先
生
方
や
保
護

者
の
か
た
が
た
の
支
え
に

よ
り
、
み
ん
な
と
集
ま
っ

て
練
習
や
試
合
が
で
き
る

喜
び
を
か
み
し
め
な
が

ら
、
最
後
の
夏
に
向
け
て

全
員
で
走
っ
て
き
ま
し

た
。
幸
い
に
も
、
県
体
や

選
手
権
大
会
は
開
催
さ

れ
、
勝
つ
喜
び
も
負
け
る

悔
し
さ
も
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
僕
た
ち
を
今
ま
で
支
え

て
く
だ
さ
り
、
ほ
ん
と
う

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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３年生の引退試合は学年別夏季卓球大会(８月)でした

馬路中卓球部（７月）

県総合体育大会(７月)の馬路チーム

魚梁瀬中卓球部（７月）

３年生最後の試合は学年別夏季卓球大会（８月）

選手権大会(８月)の３年生



　今回は、新型コロナウイルス感染症の拡大という困難な状況の中でも、目標を見失わず日々練習を
積み重ねてきた中学生の部活動にスポットライトを当ててみました。中学3年生にとっては、部活動引
退の夏でもありましたが、それぞれ悔いの残らない有意義な夏になったのではないでしょうか。

馬
路
中
野
球
部

馬
路
中
卓
球
部

高
知
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
去
年
の
秋
、
新
チ
ー
ム

に
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っ
て
か
ら
、
７
人
と

い
う
少
人
数
の
チ
ー
ム

で
、
３
年
生
は
、
一
人
一

人
役
割
に
責
任
を
持
っ
て

チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
練
習
で
は
、
ア
ド
バ
イ

ス
や
的
確
な
指
示
を
、
試

合
で
は
、
温
か
い
励
ま
し

を
も
ら
い
ま
し
た
。
３
年

生
と
の
野
球
は
と
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も
楽

し
か
っ
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で
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。

　
３
年
生
が
残
し
て
く
れ
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、
あ
い
さ
つ
や
支
え
合

う
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を
受
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継
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で
、
プ

レ
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に
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で
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。
あ
り
が
と
う
ご
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中
卓
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、
２
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生
２
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、
１
年
生
４
人
の
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活
動
し
て
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ま
す
（
３
年
生
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は
８
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で
引
退
し
ま

し
た
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今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
で
き
る
こ

と
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
一
人
一
人
が
「
勝
利
」

と
い
う
目
標
を
胸
に
練
習
し
、
よ
り
絆
が
深
ま
っ
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気
が
し

ま
す
。

　
顧
問
の
久
保
先
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は
お
も
し
ろ
く
て
、
ピ
ン
ポ
ン
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を
追

い
か
け
毎
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の
よ
う
に
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ま
す
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楽
し
く
練
習
し
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お
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か
、
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年
生
の
２
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去
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の
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新
人
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の
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・
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位
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独
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は
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２
年
生
の
活
躍
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
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感
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。
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グ
ル
ス
の
み
の
対

戦
）
だ
け
の
県
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連
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出
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し
た
男

子
は
予
選
リ
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グ
で
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敗
、
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子
は
単
独
で
出
場
し
て
１
勝
１

敗
と
な
り
、
共
に
決
勝
ト
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ナ

メ
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に
は
進
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ま
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ん
で
し
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結
果
は
残
念
で
し
た
が
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日
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練
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の
成
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を
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
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し
、
新
た
な
経

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
良
か
っ
た
と
思
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ま
す
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式
野
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で
は
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各
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の
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く
と
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チ
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に
よ
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メ
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ト
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に
進
出
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
馬
路
中
・
安
田
中
・
田
野
中

の
３
校
連
合
チ
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ム
の
初
戦
は
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西
中
。
４
対
４
の
同
点
に
な

り
、
く
じ
引
き
の
結
果
「
勝

利
」
。
続
く
２
回
戦
は
、
清
水

ヶ
丘
中
に
８
対
５
で
勝
っ
て
３

回
戦
へ
進
み
、
吉
良
川
中
・
室

戸
中
・
羽
根
中
の
連
合
チ
ー
ム

と
対
戦
。
ま
た
も
や
同
点
（
０

対
０
）
に
な
っ
て
く
じ
引
き
に
。

し
か
し
、
今
度
は
残
念
な
が
ら

敗
退
し
、
ベ
ス
ト
８
に
入
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。清水ヶ丘中に勝って勝利の報告

（安芸市営球場 ７月）

　
３
年
生
と
は
、
私
が
入
学
し
て
か
ら
１
年
半
毎
日
部
活

を
し
て
き
ま
し
た
。
卓
球
の
こ
と
で
た
く
さ
ん
教
え
て
も

ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
、
大
会
で

大
人
数
の
場
所
で
試
合
を
す
る
時
に
ど
う
行
動
し
て
い
く

の
か
な
ど
も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
３
年
生
が
い
な
く

な
り
、
自
分
た
ち
だ
け
な
の
は
心
配
で
す
が
、
３
年
生
に

教
え
て
も
ら
っ
た
事
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
３
年
生
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
の
他
に
も
い
ろ
ん
な
事
を
教

え
て
く
れ
て
、
す
ご
く
頼
れ
る
キ
ャ
プ
テ
ン
で
し
た
。
大

会
で
は
、
積
極
的
に
攻
め
て
堂
々
と
戦
っ
て
い
る
試
合
が

と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
私
も
見
習
っ
て
戦
え
る

よ
う
に
日
々
の
練
習
か
ら
緊
張
感
を
持
っ
て
頑
張
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
３
年
生
の
お
ふ
た
り
、
３

年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
２
年
生
と
１

年
生
で
力
を
合
わ
せ
て
、
卓

球
部
を
強
く
、
楽
し
い
と
こ

ろ
に
し
て
い
き
ま
す
。
２
人

の
よ
う
に
強
く
な
っ
て
大
会

で
結
果
が
出
せ
る
よ
う
、
毎

日
練
習
に
励
み
た
い
で
す
。

魚
梁
瀬
中
卓
球
部

　
私
た
ち
魚
梁
瀬
中
学
校
卓

球
部
は
、
男
子
１
人
（
８
月

引
退
）
、
女
子
３
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
特
別
に
男
女
と
も

合
同
チ
ー
ム
で
県
体
に
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
男
子
は
香
南
中
と
組
み
ま

し
た
が
、
一
勝
一
敗
で
惜
し

く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
女
子
は
野
根
中
と

の
合
同
で
２
勝
し
、
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
ま
し

た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の

１
回
戦
で
は
、
一
宮
中
に
０

対
３
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
１
、
２
年
チ
ー
ム
で

初
め
て
出
場
し
た
大
会
で
、

粘
り
強
い
プ
レ
ー
も
で
き
て

よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
は
サ
ー
ブ
に
力

を
入
れ
て
、
サ
ー
ビ
ス
エ
ー

ス
を
た
く
さ
ん
取
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
大
会
で
は
２
勝
以
上
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
今
年
、
馬
路
中
野
球
部

は
部
員
が
８
人
な
の
で
、

安
田
中
や
田
野
中
と
合
同

で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
中
芸
大
会
や
安

芸
大
会
な
ど
が
中
止
に
な

り
、
僕
た
ち
３
年
生
は
悔

し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
、
先
生
方
や
保
護

者
の
か
た
が
た
の
支
え
に

よ
り
、
み
ん
な
と
集
ま
っ

て
練
習
や
試
合
が
で
き
る

喜
び
を
か
み
し
め
な
が

ら
、
最
後
の
夏
に
向
け
て

全
員
で
走
っ
て
き
ま
し

た
。
幸
い
に
も
、
県
体
や

選
手
権
大
会
は
開
催
さ

れ
、
勝
つ
喜
び
も
負
け
る

悔
し
さ
も
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
僕
た
ち
を
今
ま
で
支
え

て
く
だ
さ
り
、
ほ
ん
と
う

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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おらが村の学校便り 6767

３年生の引退試合は学年別夏季卓球大会(８月)でした

馬路中卓球部（７月）

県総合体育大会(７月)の馬路チーム

魚梁瀬中卓球部（７月）

３年生最後の試合は学年別夏季卓球大会（８月）

選手権大会(８月)の３年生







自宅に訪問し、介護や生活支援サービスを行
う訪問介護員のことで、仕事は大きく分けて２
つに分かれています。
 身体介助 
排せつ、食事、着替えなど利用者の身体に直接
触れて介助やその準備・後片付けなどを行う。
 生活援助 
掃除、洗濯、調理といった家事全般を行う。
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編
集
後
記

　
お
米
の
収
穫
時
期
を
迎
え
、
相
名
地

区
の
稲
刈
り
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

段
々
に
な
っ
た
田
畑
に
黄
金
色
を
し
た

稲
が
、
ま
だ
か
ま
だ
か
と
収
穫
を
待
っ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
毎
日
食
卓
に
出
て
く
る
お
米
で
す

が
、
農
家
の
方
が
手
間
暇
か
け
て
作
っ

た
お
米
を
、
感
謝
を
込
め
て
食
べ
な
い

と
い
け
な
い
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

（
Ｓ
）
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